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E度弘前大学医学部附属病

奨励賞授賞式が行われる
院診療

令和4年度緊急被ばく医療合同訓練を実施(1 0/25)

種で汚染した。傷口にPU-

239(プルトニウム239)と

推定される汚染と，ニスミア

陽性｡」との連絡があり，そ

の後，肺モニターを行い，産

業医指示によりキレート剤が

投与されての搬送となるとの

続報が来るというものです。

受け入れ側としては，α線用

の測定器の準備を含めて，汚

染倉|｣に対する処置を行う準備

をする一方，鼻スミア陽性か

ら肺モニターでの測定値をも

とに預託実効線三を計算しま

した。1 3:OO事故発生で，

1 6:OO受入，汚染創処置を

行い(ABCDを確認後‘除染

して傷を処置)，入院という

形で計||練は終了しました。

第25回附属

病院診療奨励賞

授賞式が，医学

部学術賞授賞式

と共に，令和5

年1月27日に

医学部コミュニ

ケーションセン

ターで執り行わ

れました。式で

は受賞者に，大

山病院長から本

賞の盾及び副賞として一般財団法

人弘仁会から寄附金が贈呈されま

した。今年度の診療技術賞は，呼

吸器外科，心臓血管外科(代表者

齋藤良明 他7名)の｢大動脈病変

に対する高難度・先進血管内治

原｣，薬剤部(代表者 金澤佐知子

他15名）の「高薬価医薬品の無

駄な廃棄削減に向けたデータ分析

と滴r存庫管理アプローチ｣が受

賞しました。 （総務課）

大動脈病変に対する高難度・先進血管内治療

呼吸器外科，心臓血管外科
齊藤 良明，糸川 凛 渡邊 崇人，今村 優紀 田口 亮、
干 在強，皆川 正仁

弘前大学医学部附属病院と日本

原燃株式会社は，放射性物質によ

る汚染を伴う傷病者が発生した場

合に，本院が傷病者を受け入れて

治療を行うことについて覚＝を締

結しており（放射性物質による汚

染を伴う傷病者の診療に関する覚

書(平成19年10月16日締結)),

これに基づく緊急被ばく医療合同

訓練が2022年10月25日に行

われました。

覚書の締結は福島第一原子力発

電所(1F)事故より前に行われて

いましたが，想定はまさしく「放

射性物質による汚染を伴う傷病者

診療｣でした。第一原発の事故以

降は住民避難を想定した原子力災

害医療が整備されていきました

が，一方では大洗町での被ばく事

故や，福島原発の廃炉作業に伴う

傷病者対応などの経験から，α線

核橦による汚染や，体内被ばくも

問題視されるようになりました。

日本原燃ではα線核橦を扱うた

め，今回は体内に取り込まれた場

合に組織等価線三が高いα線核橦

による体内汚染を－つのテーマと

して病院 原燃 放射線安全総合

支援センターと胄森県医療薬務課

が参加しての訓練となりました。

高度救命センター地下一階は当

時コロナ感染患者の緊急手術対応

となっていたため，保健学研究科

F棟5階｢被ばく医療教育研｛|多室」

で実施されました。計||練の想定は

｢粉末状の放射性物質（α線核種）

をグローブボックスで取扱い作業

中に，グローブが破け，右手堂に

切り傷を負った。グローブが破け

たことで右手享と昊腔内がα線核

実働としては汚染創を除染して

処置するという通常行っている訓

練と同じでありましたが，その後

の対応については訓練総括でいろ

いろ話し合うこととなりました。

預託実効線三は50年で約2.4Sv

と計算されたが，肺洗浄を行うの

か，入院後に行う体内汚染の確認

方法(バイオアッセイとその検体

採取)，キレート剤の投与方法な

どが話し合われました。

被ばく医療は発生件数が少ない

ため，定期的な言111練と受け入れ側

としての治療選択のための知識整

理 その確認方法を知っておくこ

とが菫要と改めて認識することが
一六 ＝ ＝ ’十二
kー〔_l､。、Lノ／堅o

（高度救命救急センター長 花田裕之）

村田 賢祐
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○診療技術員を受賞して

代表 呼吸器外科，

心臓血管外科

講師 齊藤良明

この度は大動脈病変に対する高

難度・先准巾管内治療に対する診

療技術賞の表彰に与り，大山病院

長をはじめとする審査員の皆様に

ントグラフトで頸部血管を再建す

る術式です。針を血管内にすすめ

る必要があるため，高度な技術を

必要としますが，現在までに弓部

大動脈瘤15例全てを安全に治療

することができました。この手術

は複数の手術操作（ステントグラ

フ卜の挿入や頸部の穿刺，バルー
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一匡簔品の無駄な廃棄削減に向けたデータ分析と適正在庫管理アプローチ


